
「
管
子
」
に
見
え
る
法
家
思
想
の
特
徴
に
つ
い
て

完

玉

/:司、-
A 

彦

ま

え

カt

き

心
掛
私
加
の
一
舛
の
平
和
で
あ
る
管
仲
の

に
よ
り
者
わ
さ
れ
た
と
俸
え
ら
れ
て
い
る

と
い
う
散
一
荷
物
は

八
十
六
篤
か
ら
成
立
し
て
い

る
が
、
す
で
に

は
散
飲
し
て
し
ま
い
、
第
名
だ
け
を
残
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、

「
幼
官
」
と
「
幼
官
邸
一
」
は
同
一
の
内
容
で
あ

ア一

J

心
ム
仁
了
J

f

」、

1
心
三

7
q

ゲヤ
J

v

判
ハ
/
サ
ペ

は
、
八
十
六
篇
か
ら
十

引
い
た
七
十
五
篇
か
ら
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

続
全
開
と
し
て
、
比
絞
的
純
粋
な
法
家
忠
訟
が
見
受
け
ら
れ
る
c

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、

/>... 
lJ 

'
「
明
法
い
・

-
「
治
関
」
・
「
七
庄
七
主
」
・

-
「
現
法
解
」
の
諸
篇
に
は
、

そ
れ
ら
十
一
位
仰
の
内
容
を
中
心
に
し
て
、
法
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。、
f
J
じ
じ
〉
ふ
〉
K
L

、

巧
山
口
ム
H
u
j
o
v

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
心
な
お
、
そ
の
場
合
に
も
、
総
践
的
な
考
察
は
、
決
め
ら
れ
た
紙
一
戦
の
関
係
か
ら
い
っ
て

家
間
心
い
仙
の

η
以
内
出
こ

1
7け
ど

(

十

I
J
1
t
行山…

mRWプ

っ
て
論
じ
て
み
る
つ
も
り
で
あ
る
。

法
作
や
刑
罰
と
い
う
強
制
力
で
も
っ
て

の

ょ
う
と
す
る
現
質
的
な
主
張
を
持
っ
た
法
家
が
出
現
し
、
法
家
思
想
が
そ
の

J

ハ
)
ヘ
ノ
小
i
h

i
l
l
j
j
I
/
ν
J
U
e
 

の
こ
と
で
あ
っ
た

J

そ

に
お
い
て
、

》
グ
'
」

Jn伊
4
4
h

;
t
t
 

の
こ
と
で

ー#つ
P
J

J
f
一/〈

え
て
、
何
%
り
の

い
。
ハ
山
i
緊
山
川
口

そ
の

十
出
、t
 
ま

J
前

の
よ
う
な
論
述
か
ら
も
、
明
ら
か

レ
知
る
こ
と
が
で
き
る
ο

「
夫
勝
、
境
地
編
小
、

、.、

忽リゴ円守冷
Jd叩
凡
リ
7，λヘ¥一仏L

fり

U

付
刀
AtFρ

仔
ユ
ノ
↑

J1土点ハ

い
(
際
文
公
上
〉
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智〉

ε才;

A 

~'.、小、

))、入、
右、之

人 Jl

i

有
大
人
之
ぃ
争
、

j台、人
jb今、之
入、
V.、、

-í--~ ‘ 
八、 γ

3主 lllJ
ノ¥. I'X 

日
仏

3
3百
変
哲
之
、

立
4
1
1
4ぷ
~
H
7
1
i
/
舛
/
一

故
日
、
或
努
心
、
、
或
努

治
入
者
会
於
入
、

'-

(と〉

イダij

σ〉

て
い
る
も
げ
の
は
、

る
人
民
を
お
し
て

、

プ

uJ
一

U

L

J
二
プ
ノ
1
J

i

、L
P
/
に

/

《

、

< " 

。〉

L、

令、コ、

取
者
の
ふ
仔
在
、
及
び
、
紛
糾
傍
働
と
内
般
傍
働
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
そ
の
第

は
、
支
配
者
と
持
取
者
と
約
一
利
傍
働
従
事
者
ハ
こ
の
場
合
は
、
知
識
階
級
と
同
義
で
あ
る
〉
は
一
山
俄
で
あ
り
'
、
他
方
、
被
支
配
者
と
被
搾

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
支
配
者
は
、
経
済
的

以
訴
と
均
的
労
効
た
k
p
お
も

γ

i

J

L

J

t

十
I
l
l
l
h
-
J
J
L

〆，
A
1ト
/

4

1

1

4

h

p

i

で
ム
必
ず
心
!
こ
い

被
支
配
者
に
故
存

ノ

ζ

、
こ
〉
で
ら
む
7

3

0

w

h
円、つ
i
し
q

し
五
、

L
J
i
U

「

i
;
ミ
¥
、
斗
メ
f
v
c
J
7
7
4
1

ア

0
4
¥
I
d
し
ヲ
ミ
、

ノ
ド
ル
ム
μ

っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
民

は
、
常
時
に
あ
っ
て
は
、
ど
こ
ま
で
も
政
治
の

で
'bhlノ、

一
V

L

V

F

J

'

レ
j
j
t

る
地
位
を
保
持
す
る
す
べ
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
法
と
の

問
問
辿
に
お
い
て

人
民
は
、
支
配
者
の
制
定
し
た
法
を
受
け
取
る
基
盤
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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段
諸
問
こ

れ
恥
利
叶

J十
L
H
K
J
s
j
/
L
U
-
-

自
然
必
的
色
彩
の
強
い
総
を
中
心
と
し
た
博
統
的
な
権
威
主
義
、
及
び
、
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
社
曾
秩
序
を
打
破
せ
ん
と

し
た
も
の
は
、

J

清

一

件

J
，

r
t

、J

1
7
U
J
U
A
6
 

あ
っ
た
む
こ
の
法
家
と
呼
ば

た

あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
人
民
を
統
治
す
る
上
で
何
等
資
質
的
な
強
制
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
い

そ
れ
に
代
り
得
る
も
の
と
し
て
、
法
の
制

定
、
及
び

そ
の
明
示

そ
う
し
て
こ
そ
、
人
民
を
統
治
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
の

-
J
¥

ゴ
寸

d
k
、、二ヘ、

一
司
問
/
か
け
「

訂
決
ム
U
J
ζ

て
f
i
ノ
ソ
今
上
、

γMart-v

に
も
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

、
、
、
、

U

(

中
略
)
治
氏
一
衆
、

T

然
後
可
以
治
氏
一
衆
会
。
」
(
七
法
)

出
競
令
、
然
後
可
以
一
衆
治
氏
。
」
(
兵
法
〉

い
く
つ
か

て
み
る
。

c
h
Y
3
4
1
人〈
γ

、

ど

、

/

一

ご

)
V

そ
の
こ
と

」
(
七
法
)

勺
制
議
ぺ
氏
、
山
続
令
、

「
治
衆
有
数
。

〈
中
略
)
制
法
様
、



っ
犬
法
之
制
民
也
、
狛
陶
之
於
稿
、
治
之
於
金
也
J
a
m
w蹴
)

法
を
制
定
す
れ
ば
、
そ
の
物
理
的
な
強
制
力
を
栃
に
取
っ
て
、
人
民
の
行
動
や
意
思
を
規
制
し
て
、

と
説
く
の
で
あ
る
ら

シ
七、

一
つ
の
枠
内
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
か
い
う
紋
態
は
、
そ
の
こ
と
で
あ
る
(
)
こ
の
よ
う
な
紋
態
に
至
れ
ば
一
、
そ
の
次
に
は
、

「用

と
か
い
う
欣
態
へ
の
移
行
が
考
え
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
，
、
、
、

一i

凡
牧
民
者
、
欲
氏
之
可
御
世
υ

欲
氏
之
可
欲
、
別
法
不
可
不
定
。
法
者
、
付
加
一
立
朝
廷
一
者
也
♀
剤
密
…
殿
不
可
不
安
也
。
欝
桜
一

、
、
、
、
、
、
、
、

加
一
ナ
…
小
川
点
、
則
氏
絞
れ
許
服
〆
ノ
氏
肢
は
バ
一
符
服
、
別
人
主
不
傘
)
人
主
不
傘
、
別
令
不
行
怠
〈

fv

法
者
、
将
用
民
力
者
也
。
絡
用
民
力
者
、
別
抗
体
一

、
、
、
、
、
、

貨
不
可
不
前
九
也
ι

政
賞
加
子
無
功
、
則
氏
秘
廿
一
ハ
称
賞
。
民
軽
比
(
様
賞
、
期
上
無
以
数
民
じ
上
無
以
翻
民
、
期
令
不
行
実
。
法
者
、
持
用
民
能

、、
者
也
C
M
M
m
民
能
者
、
別
授
官
不
可
不
審
也
。
授
官
不
審
、
則
氏
関
其
治
。
民
間
一
其
治
、
期
理
不
上
遇
。
環
不
上
遇
、
刻
下
怨
其
一
上
。
下
怨

止
ハ
上
、
別
令
不
行
全
〈
υ

法
者
、
路
川
氏
之
死
命
者
也
。
周
氏
之
死
命
者
、
期
刑
罰
不
可
不
審
也
c

刑
罰
不
審
、
期
有
野
就
。
有
野
ι城
、
別
殺

不
車
両
赦
布
罪
。
殺
不
草
加
赦
有
罪
、
別
閣
不
完
於
賊
院
余
。
故
夫
霞
級
段
、
総
賞
慈
、
民
間
其
治
、
賊
間
以
首
難
、
此
謂
敗
関
之
教
也
。
ト

と
jJ、
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則
氏
之
用
者
来
突
。
法
不
立
令
不
行
、

故
法
之
所
立
令
之
一
断
行
者
名
/
、

一
前
一
力
説
者
z

下、

i
)
i
i
:
 川

内
九
%

1
3
3
/
γ
ト
g
r

別
総
従
矢

υ

法
之
所
立
令
之
所
行
、

興
廿
判
所
療
者
釣
、

別
関
母
常
経
。
問
問
器
常
一
経
、

刻
一
民
妄
行

点
〈
心
法
之
一
的
立
令
之
所
行
者
弘
、
出
所
一
般
者
多
、
則
氏
不
擦
り
民
不
灘
、
別
暴
人
起
部
卒
邪
作
品
矢
口

、
、
、
、
、
、
、
，
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
号
、

ー
凡
人
下
一
変
不
欲
県
民
之
川
也
心
使
民
川
者
、
必
法
立
一
山
令
行
也
。
故
治
協
使
衆
葉
如
法
、
禁
添
止
悲
哀
如
刑
。
ん

(
m
m
法
解
)

什
以
後
の
論
述
に
も
あ
る
よ
う
に

あ
る
い
は
、
(
使
衆

t
)

な
し、

十
小
、

ど
こ
を
探
し
た
と
し
て
も
、

決
し
て
存
在
す
る

二
亡
、

p
t
h

、
P

叩

十
h
J
d
ノ
カ
山
川

L

J

げ

〉

ふ八

fl

r
」
市
w
入
ね

u

'
u
u
'
f
A
B
i
s
e
a

，ノ

る
こ
と

台、

ら

か
山
円
分
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
人
民
を
働
か
せ
よ
う

る
に
は

や
十;工

弓

〆J

て
も
制
定
す
る
必

ヵ3

あ

る
じ
そ
う
し
て
こ
そ
、
民
之
加
者
衆
な
〈
い
(
法
法
)
と
い
う
欣
態
に
五
る
わ
け
で
あ
る
。

Lfis
小、

の
と
こ
ろ
、

や
叶
臨
ん
一
能
L



さ
て
、
指
持
し
た

1

与

一

i

j

l

、
、
、
、
、
、

是
非
也
、
汀
性
所
M
M
A
W
山
む
い
と
あ
り
、
同
じ
く
一

i

別
法
解
い
に
も

な
使
用
せ
ん
と
す
る
た
め
の
手
段
に
地
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、

に
-
法
名
将
川
氏
之
死
命
名
む
い
と
あ
り
、

に
、
訟
と
は
、
人
民
の
死
命
J
Y
制
す
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
る

d-ー
へ
と
モ
訂

3

P
I
M
P
E
~日
間
/

、，、.、，、，、字、.

民
之
所
一
際
命
也
」
と
あ
る
よ
う

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
法
は
、
人
民
を
威
嚇
す
る
こ
と
に
よ

か
じ
め
紡
止
せ
ん
と
す
る
役
割
を
も
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
v

そ
し
て
、
人
民
は
、

そ
の
組
、

T

、
ヤ
キ
ふ

〉

L
P
?
?
H
Hすご

グ
~
メ
ロ
ノ
1
尽
き
芳

の
中
で
、
人
民
が
最
も
出
火
怖
し
た
も
の
は
、
勿
論
刑
罰
に
ち
が
い
な
い
。
そ
こ
で
、
法
令

や
刑
引
に
刻
す
る
人
民
の
畏
怖
を
明
白
に
一
市
す
論
述
、
法
び
に
、
法
令
や
刑
罰
の
持
つ
威
嚇
的
な
性
絡
を
如
寅
に
物
語
る
論
述
を
い
く
つ
か
列

年
し
、
円
以
後
に
ま
と
め
て
説
明
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

、.、，、、、•• 

コ
止
法
直
度
、
非
殺
不
赦
、
殺
惨
必
旧
日
、
民
間
民
同
様
、
武
威
r

説
明
、
令
不
一
品
行
。

り

斗三

ベ」
5ピ
ヨI~ 
0) 

に
民
怖
し
た
の
で
あ
る
け
こ
れ
ら
の
ご

(
版
法
〉

日リ
1
1
-
¥

行
H
r
V
1
q
v
v
心
弘
氏
子
乙
、

H
H
J
A
e
け
託
叫
ん
い
父
、
〉

日
ノ
げ
子
九
，
ん

λ

つい
υ
仰

が

会

ハ

J
h
u
nノ叶
414
糸
川
ハ
必
ぽ

、
、
、
、

攻
、
交

2
L
3、
己
芝
、
日
円
台
口
、
い
と
X
A
3
、
A
j

h
f
i
J
{
f
t
1
1
j官
長

臣

官

切

A
f

1
3
u
m叫
祇
川
・
い
い
'
A

、

I
J
/
r
h
v十

z
q
A
d

、，vfe

戸、、会二、

f
J
F
乙プ、‘
l

『、“
H
ア

d
1
k
r
o

叫

4
d
4
k
r民
一
イ
正
日
ず
れ
社

治
貯
期
間
間
一
見
。
故
問
、

界
殺
不
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(
版
法
解
)

、
有
必
治
之
勢
、
別
群
問

、
、
、
、
、
、
、

以
民
主
之
氏
令
忠
心
故
明
主
以
必
勝
之
数

以
畏
主
之
威
勢
也
ο

オド、

以、
愛、

也、

以
治
必
用
之
氏
、

日
底
必
得
之
勢
、

以
制
必
版
之
段
。

故
令
行
禁
止
、

界
。
故
明
法
日
、

非
計
親
也
、
以
勢
勝
也
。

(
明
法
解
)

、
攻
而
山
政
之
者
六
、

L

問
主
能
勝
六
攻
、
故
不
益
於

鼠
主
不
能
勝
六
攻
、
故
亦
不
損
於

者

i三!

六
攻
者
向
也
c

日
、
親
也
、

非
斧
一
銭
時
以
威
来
、
非
捺
賞
母
以
数
民
心
六
攻
之
敗
何
也
。
日
、
難
不
葉
市
可

安
也
、

貨
也
、

色
也
、

巧
俵

山
巳

喝、、
一

ぺj
 

雌
犯
刊
の
川
而
可
以
得
兎
、
蹴
肢
功
一
而
可
以
得
富
。

綜
前
級
以
一
物
其
氏
、
民
有
利
於
上
、

、
、
、
、
、
、
、

立
刑
罰
以
威
其
下

故
主
有
以
牧
之
。
故
無
欝
捺



現
仁
い
段
式
訪
れ
1

1
iノ
句
、

1
4
y
t
-
-
r
j
r
ι
ι
f
r

、
、
、
、
、
、
言
、
、

手
、
内
日
け

B4円滑
H
H
4
コ
‘
五
六
i
人
品

ν~
日
て

c

h
W
4
万
件
f
J
H

日
リ
ハ
イ
コ
台
、
げ
ト
ん
露
去

〈
明
法
解
ゾ

以
求
立
ハ
功
、

、
、
、
、
、
、
号
、

以
禁
其
邪
、
故
魚
訓
川
部
以
畏
之
。
故
一
架
設
ハ
功
布
行
賞
、

山
一
以
無
罪
者
不
能
退
也
ο

故
現
法
臼
、

一

こ
れ
ら
の

の
中
で
、
法
話
す
べ

二
つ
あ
る
心
そ
の
第
一

tヱ

の

t

-

j

F
」
主
pp
ふ
/
¥
て
、

泊

F
v
t
J
/
〈
つ

の
た
め
に
鋤
く
よ
う
に
な
る
の
は
、
何
も
君
子
を
敬
愛
す
る

の
法
令
を
投
怖
す
る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
君
主
の
側
か

あ
る
心
人
民
が
先
を
争
っ
て
ま
で

也
、
以
畏
主
之
法
令
也
い
と
い

法
令
や
刑
罰
の
持
つ
威
嚇
的

な
性
絡
を
利
用
す
れ
ば
、

の
ま
ま
に
い
つ
ど
こ
で
で
も
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う

で、

ギ
点
、

i
u
u
 

は
、
自
己
の
地
位
や
権
威
を
強
間
に
し
、
そ
の
上
で
関
家
を
強
大
に
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
蛍
懇
の
こ
と
な
が
ら
可
能
に
な

る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
開
法
解
い
の
論
述
に
は
、
法
家
の

か
な
り
明
白
に
現
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
つ

次
に
、
正
日
す
べ
き
姑
の

i土

い
に
見
え
る

(
「
競
令
」
・
「
斧
欽
t
7

の
比
重
で
あ
る
。
た
だ
し
、

い
ず
れ
の

く16) 

比
尻
、
か
大
き
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
論
法
な
ど
か
ら
も
容
易
に
判
断
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
刑
罰

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
等
疑
い
を
挟
む
除
地
も
な
い
じ

は
、
ほ
ん
の
つ
け
た
し
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、

許
日
の
つ
い
似
法
レ

の
口
以
法
解
い
の
例
文
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
版
法
解
」
と
は
、
「
版
法
」
の
文
章
を
数
勾

ず
つ
放
約
併
科
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

さ
て
、
人
民
を
強
制
約
に
働
か
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
法
の
制
定
を
主
張
す
る
法
一
家
は
、
滋
然
の
こ
と
な
が
ら
、
法
一
の
安
定
性
を
非
常
に

五
議
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
勺
則
的
法
解
」
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。

強
制
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

一
度
公
布
し
た
法
を
損
っ
た
り
、

た
り
す
る
こ
と
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
法
の
安
定
性
を
害
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
厳
禁
し
て
い
る
。
次
に
、

ω「
叶
い
主
所
長
者
授
也
、
所
税
者
成
弘
、
所
愛
者
氏
也
、

、
、
、
、
、
、
、
、

没
、
非
民
也
、
致
所
定
、
非
岱
称
也
。
故
不
潟
市
一
一
仰
賀
川
断
立
ハ
令
、

い
く
つ
か
例
を
翠
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
誘
拐
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

非
費
也
、
致
所
親
一
、

令
賞、明
於、君
主要、 刻
。/f~

不然
怨
愛 致
親所
危

批
稜

故
日
、

制:
稜

葬非
理2
/j三、

魚、致
愛、所

故、
!ヨ、



j止、
紅、

?J(、

ji女、
[1、

故
I~] 

/戸、、

こ
こ
で

つ

の

と
同
じ
く
批
間

長交
の

い
う
一
意
味
で
あ
り
、

せ
て
い
る
こ
と
か
寄
り
し
て
、
凡
府
間
な
る

f
」
、

V

泊

ι

》

し

巧

べ
き
で
あ
る
。
明
君
た
ら
ん

ド
ー
ァ
ヨ
ハ
よ
〉
、
下
LJ
、
h

)

二

十
:
U
J
J
J
e

よ
/
，
ド
ト
十
r

u

J

/

f

/

一

-
j

ニ
t

コ勺
:
7
4
J
F

ゆ

}
y
p
/

今

JJト
ー
レ
出
い
凶

i

d

J心

J

一
円
。
ぇ

q
r
i

晶
子
九
ー
コ
一
、
i
弘

、

〆

ー

:

f

L

a

-

-
z一

M
l
t
j
u
J
/
i
z
h

そ

た
め
で
あ
っ
て
も

ど
仙
川
ぷ
j
p
r
L

土
ι
£
入
J
J
V
L
j

v

〈

i
i
v
i
j
i
u
t
J
L

-

齢

、

}

〆
f
i

」

グ

ト

寸

i
、
、
〈

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、

せ
る
べ
き
だ

つ
つ
バ
7
0
J
J

/

L

V

い
/
レ

え
方
で
あ
る
心
そ
れ
に
し
て
も
、

と
い
う
の
は
、

い
か
に
も
法
家
ら
し
い
護
恕
で

、明治
7
一心
j
/
)
比

Y
ソ
ム
え

父
止
之
、

刑
法
日
錯
、

民
不
織
也
、
殺
毅

m住
i吐矢
4 ふミミ

(/) 

び
で
あ
る
と
い

あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で

い
て
い
る
踏
に
枝
問
す
べ
き
で

( 17 ) 

る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
を
法
の
内
に
組
み
入
れ
て
お
り
ラ
法
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
の

(3) 

、
、
、
、
、
、
、

不
漁
愛
民
税
法
律
、

if氏
i三i

に

る

法

家

思

想

の

枇

、
、
、
、
、
、
、
，
、

故
不
鶏
京
一
費
都
競
令
、
不

mm親
戚
後
枇
稜
、

の
一
つ
で
あ
る
。

三
九
川
V
F
沖
'
ず
な
ド
句
、
j
じ~おいい
~o

-4
京
高
一
昨
・
ノ
y
Eち

い
り
つ

(
〈

じ
J

ぱ
の
で
、
川
氏
関

る。

(4) 

期
是
失
所
謂
愛
氏
失
。

夫
以
愛
氏
周
氏
、

則
氏
之
不
用
問
問

い
(
法
法
〉

こ
の
論
述
の

ヤ
A
h

j
i
、

」
そ
が

の

iま

の
た
め
の

る
方
便
に
す
ぎ
な
い
と

強
調
し
て
い
る
。

に
と
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
も

iJ~、

で
あ
り
〆
、

は
従
一
で
あ
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明



ら
か
に
支
配
階
級
の

あ
る
の
更
に
、
後
宇
の
一
部
分
に
も
、
法
家
の
階
級
一
意
識
が
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
て
い

る
。
人
民
を
受
す

た
め
に
、
法
令
右
政
止
し
た
り
、
そ
れ
に
手
加
減
を
加
え
た
り
す
る
な
ら
ば
、
却
っ
て
、
そ
れ
は
君
主
自
身
の
異
に
一
意

附
す
る
所

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

よ
り
「
不
援
法
」
・

の
は
う
が

て
い
る
の
で
あ
る
ら
こ
こ
か
ら
も
法
の
安
定
性
を
非
常
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、

ru

此
先
邸
一
一
之
所
以
一
氏
者
也
。
関
川
書
日
、
閣
法
。
法
不
一
、
期
有
問
問
者
不
群
。
民
不
選
法
、
期
不
群
。
菌
更

、
、
、
、
、
、
、

不
用
路
義
教
訓
、
別
不
群
。
百
官
級
事
者
離
法
市
治
、
刻
一
み
群
。
故
日
、
法
者
不
可
不
恒
也
0
1
一
(
任
法
)

て
い
な
け
れ
ば
、
災
い
が
起
る
し
、
ま
た
、
法
を
援
更
し
て
人
民
を
統
治
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
災
い
が
起
る
と
主

(司

法、
以、
典、
氏、

Hリ、
司い
~.字、

挺
し
て
い
る
ω

そ
し
て
、
法
と
い
う
も
の
は
、

不
援
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
を
以
て
、
全
競
を
一
締
め
括
っ
て
い
る
の
で
あ

こ
こ
に
列
勺
思
し
た
数
例
の
論
述
だ
け
か
ら
も
、
法
の
安
定
性
を
い
か
に
重
視
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
明
君
た
ら
ん
と
欲

( 18 ) 

す
る
な

た
と
え
い
か
な
る
却
山
が
あ
ろ
う
と
も
、

っ
た
り
、

た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

何
故
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
訟
が
し
ば
し
ば
民
わ
れ
た
り

り
す
れ
ば
、

た
と
え
死
刑
を
始
め
と
す
る
刑
罰
、
が
い
か
に
多
く
寅
施
さ

れ
た
と
し
て
も
、
人
民
は
そ
の
法
を
少
し
も
長
怖
し
な
く
な
り
、

る
。
な
お
、
…

i

法
侵
於
氏
L

と
か

一
一
、
必
、

ーシ

r
ご
刀
、
し

つ
い
に
は
、
法
を
軽
視
侮
蔑
す
る
ま
で
に
な
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ

ら
、
刊
明
君
所
愛
者
民
也
い
と
い
う
結
論
は
、
決
し
て
導
ふ

「
明
君
所
愛
者
一
法
也
い
と
い
う
黙
を
強
調
し
た
い
わ
け
な
の
で
あ
る
。

る
は
ず

ー
:
、

仇
μ
チ
ん
ー
し

ト

〆

}

:

:

;

j

;

:

1

!

l

h

、

ら
れ
る
と
政
赤
は
税
引
一
川
¢
と
こ
ろ
、

と
こ
ろ
で
、
前
じ
も
少
し
紛
れ
た
が

は
、
法
の
規
定
に
従
っ
た
刑
罰
の

て
い
る
υ
そ
れ
は
、

及
び

fJ)jl-

F以

;
二
、
)

β
沙
「
に

し
て
い
る
か
ら
に

に
ー
も

た
と
え
い
か
な
る
出
山
が
あ
ろ
う
と
も

し
て
紋
免
し
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
の

に
ち
い
く
つ
か
例
を
泉
、
げ
て
、

加
え
て
み
る
け
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赦

滋
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氏
多
民
一
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T
J

、7
A
1
J
Y
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J
A
H
V
ふ

m

g
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n久一

治
日
μ
捻
υ

窓
赦
加
於
氏
、
市
川
川
川
山
州
民
、

、.、.、.、•• 

、‘、‘、、、•• 

、.、‘

不
法
、
鰍
民
之
辺
、
於
此
乎
川
之
尖
己

殺
毅
雌
繁
、

姦
不
勝
尖
一
心
故
日

人
民
に
大
き
な
治
化
八
が
な
い
の
は
、
行
中
心
ん
が
川
仰
を
犯
し
た
も
の
を
赦
殆
し
な
い
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

に
帆
列
し
て
、

す

干
3
4
3

崎、

二
午
、
、
ソ
イ

赦
い
と
い
う
態
度
な
昭
一
持
す
べ
き
で
あ
る
い
て
い
る
の
で
あ
る
心
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
法
家
の

、
•• 

、
•. 

、
.• 

、
.• 

、.、.吾、•• 

、
.
、
‘
、
‘
、
、
、
‘
.
、
‘
.
、
.
、
宮
、
.
、
.
、•• 

、.、.，

ω
勺
凡
赦
者
、
小
利
而
大
山
中
山
者
也
、
故
久
一
山
不
勝
北
九
柄
。
母
赦
者
、
小
中
一
一
向
…
山
大
利
者
也
、
故
久
而
不
防
具
一
柄
。

、

、

、

、

、

、

、

赦
者
、
都
一
雌
之
m
k
γ

ね
也
け
い
(
小
略
二
が
者
多
赦
者
也
、
先
易
制
後
難
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

故
忠
者
氏
之
仇
鱗
也
、
法
者
氏
之
父
付
也
己

の
で
あ
る
。

切:

久
市
不
務
長
柄
じ

先
難
部
後
易
、

'
¥
一
什
川
口
河
台

¥
4
J
上戸
1

h
y
v
u
vパ
ペ
似
作
ル
ホ
J
/

こ
の
論
述
か
ら
は
、

一-ZA3
、よん
m
mぶ
〉
1
u

は々吋けど、

ド
斤
A
l
J
A
1
7
7川
γ

主

6
い
H
M
μ
旧

V
J
Q

は
つ
託
」

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
ο

と
は
、
赦
兎
が
多
い
こ
と
で

レ
め
一
人
A
V

パ
V

、/
i
v

ミ，

(
特
赦
と
か
思
紋
と
か
を
誌
味
す
る
も
の
で
は
な
い
)
と
に
か
く
、
初
め
は
、
人
民

の
で
、
容
易
に
赦
兎
を
質
施
し
て
し

( 19 ) 

ら

し

はて
1¥、
民、 Il寺
に、の
と、
-/_)、

て、に
、イ〉

れ
て

人
民
は
赦
免
に
狩
れ
て
し
ま
い
、

ぺ
羽
一
二
¥
コ

り
え

A
ノ
d

件、

行
な
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。

戸-、喝
ゃ
れ
?
刀

キ
?
勺
/
。

の
仇
紋
の
如
き
存
在
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

P

反
し
て
、

と
は
、
全
く

必
罰
で
あ
り
、
熊
山
初
で
あ
る
の
で
、
人
民
は
そ
れ
を
非
常
に
畏
怖
す
る
け
れ
ど
も
、

、
、
、
、
、
、

は
、
人
民
に
と
っ
て
、

の

赦
免
を
資
施
し
な
い
こ
と
で
~
わ

r

る
J

初
め
は
、

に
つ
れ
て
、
人
民
は
同
然
に
逃
比
八
や
不

「
ノ
ト

4

、
ト
士
フ
こ
瓦
る
。
ご
」
ミ
「
/
、

r
t
j
Z
J
j
カ
F

の
父
母
の
如
き
慈

愛
あ
ふ
れ
た
存
在
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

、
，
、
.
‘
、
‘
、
.

と
い
う
一
部
分
に
は
、

の

ゾ〉

識
が
如
買
に
現
わ
れ
て
い
る

ら
れ
る
ひ

と
は
、

の

;エ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
に
法
家
思
想

の
法
家
忠
村
山
た
る
所
以
な
の
で
あ
る
、
と
こ
ろ
で

と
い
う
よ
う
に
、

け
川
司
ぜ

2
1
1
?
、A
1
r

、V
W
4
J

F
距
平
日
方
茂
子
掛
川

す
る
釘
象
に
な
る
こ
と
は
あ
り
う
る
け
れ
ど
も
、
父
母
の
如
き
存
在
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
え
な
い
は
ず
で
あ
る
乙
そ
も
そ
も
、
人
民
が

の
た
め
に
働
く
の
は
、
法
令
や
刑
罰
を
畏
怖
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
前
橋
し
た
「
明
法
解
」
の
「
百
姓
之
争
用
、
非
一
以
愛



も
、
?
ノ

Q
リ

f
i

、、

、
そ
の
こ
と
を
明
自
に
物
語
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

其
刑
煩
部
姦
多
。
夫
先
易
宿
後
難
、
先
難
而
後
一
易
。

問
主
知
笠
〈

、
布二、

放、
、

一

」
こ
で
は
、

人
に
刑
お
な
加
え
る
こ
と
に
よ
り

の
一
般
大
衆
を
威
嚇
す
れ
ば
、

に
は
「
無
形
い
と
い
う
理
想
的
な
紋
態
に

な
る

て
い
る
り
こ
れ
は
、

る
一

j

刑
期
工
J

然
別
」
と
い
う
論
法
の

に
一
致
し
て
い
る
。

ら
れ

は
な
い
わ
け
で
あ
る
心

非
以
愛
主
也
、
欲
以
受
爵
持
濡
遊
都
世
。
故
明

JPJ、

必、
也、

(
明
法
解
)

こ
れ
は
、
前
一
の

例
と
呉
な
り
官
吏
に
針
す
る

に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
在
日
す
べ
き
論
述
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
例

な
回
避
し
よ
う
と
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い

て
い
る
。
そ
し
て
、

の
は
、
何
も
君
主
を
敬
愛
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
て
、
刑
罰
を
畏
怖
し
、
そ
れ

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
人
間
の
誰
し
も
が
、
「
就
利
市
港
一
審
也
」
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と
し
て

C
レひ
J

o

d

J

f

レ

X

と

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ

る
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
つ

い
う
枠
内

、
乙
ム
ず
こ

J
j
p
v
b
u
 

ら

に
、
こ
の
よ
う

の
中
に
も
押
し
及
ぼ
し
て
い
る
の
が
、

Iこ

え
る
法
家
思
想
の
特
徴
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
を
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
民
の
側
か
ら
す
れ
ば
、

利
益
や
楼
利
を
擁
護
し
て
く
れ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
リ
つ
ま
り

人
民
の
力
強
い
味
方
で
あ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
わ
け
で

し
か
し
な
が
ら
、

"(.、

~:t 

。〉

-F

」

λ
け
ノ
円
ノ

J
j
¥
G
/
U
 

て、

0) 

f
L

《

3

1

ノ
、
二
L
1
j

斗
A
・
ir

も

j

p

u

に
限
っ
て
、
人
民
に
一
定
一
税
度
の
擢
利
を
保

時
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

に
け
ん
ら
れ
る
論
述
を
仰
に
し
て
、

い
さ
さ
か
説
明
を
加
え
て
み
る
。

有
法
度
之
制
。
故
群
ぱ
皆
出
於
方
正
一
之
治
、
同
不
敢
得
姦
。

故
事
〈
之
所
一
使
者
、

ず
4
3

二、、

手
話

則
氏
従
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j
:
i
 

〉

!
 
j!、:;iii'11!!!
l!jli ι6ti eei ιi i 

I
S
S
/
1
1
J
 

氏、
j式、
Û~) 
fiil、
史、
ilJ、

故
詐
偽
之
人

核
桁
之
人
不
得
用
其
賊
一
心
、
議
設
之
人
不
得
施

f
L
、行
J

f
l
/
γ
ル

千

二と
外

‘h
t
介
入
h
M
け
チ
る
ド
ぃ
1

心

F

ノ
ー
河
川
七
1
ぷ
か
斗
ヅ

故
別
法
日
、

有
法
度
之
制
者
、
不
可
巧
以
一
詐
偽
J

甘
ん
史
が
人
民
を
佼
川
す
る
場
合
、

っ
て
い
る
な
ら
ば
、
人
民
は
、
守
交
の
下
し
た
命
令
に
従
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
反
し
て
、
法
に

じ守、
f
L

、
/
u
J
e
p
h

〉、ド
h

、
¥
tい
L
V

主、

イペ

i
L
V
L
J、
7
r
ト

ト

ト

/

ノ

ド

ム

l
v

た
だ
山
中
に
命
令
に
従
お
う
と
し
な
い
ば
か
り
か
、

の
規
定
に

い
て
、
官
吏
と
鈎
抗
す
る
よ
う
に
ま
で

戸ム
7
、J
l

f

A

トヒ
U

K

J

亡
、

よね
γ
f《

L
仁
、
二

-
H
J
i
y
L
Yリ

コ、

¥
1
u
i

中
じ
て

t
/
'
lト
br

ょ
μ

に
依
擬
し
て
、

の
態
度
を
と
り
、

て
合
法
的
な
抵
抗
運
動
を
行
な

っ
て
よ
い
と
認
め
八
て
い
る
わ
け
で
あ
る
ο

そ
し
て
、

そ
っ
ト
K

A

コ
こ
μ
d
ノ?と争点、

も

/

〆

む

仁

、

4

L

U
い

l
Z
J
V

い
て
ま
で
、
私
腹
を
肥
や
す
な
ど
と
い
う
不

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
り
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
一
一
月
う
人
民
の
抵
抗
運
動
の
及
び
得
る
所
は
、

「
氏
以

し
よ
り
る
よ
、
フ
亡
、

1

J

J

-

i

 

に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
法
を
制
定
す
る
日
的
の
…
つ
は
、
的
問
に
官
吏
の
摺
一
断
を
防
止
す
る
黙
に

に
約
す
る
人
民
の
抵
抗
は
、
経
組
問

り

イコ

は
ず
の

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て

も
の
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

日
開
法
解
い
に
見
え
る
こ
の

ら
も
、
法
家
思
想
の
階
級
性
を
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で

( 21 ) 

弘
叫
し
る
の
で
ふ
の
る
の

的
々
の
忠
利
仙
の
階
級
性
を
論
ず
る
に

つ
て
は
、
人
民
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
と
い
う
燃
が
章
受
な
決
め
手
に
な
る
と

え

ら

れ

る
J
一

「ノ、ノ、

F

レレ
d

j
引

け

、

つ
の
め
や
す
に
す
れ
ば

そ
の

。〉

比
較
的
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ

ー
か
以
こ
、

4
K
L
H
M

こ
手
、
f
t

」十点、

j
f
i
}

オ，
f
f
t
ォ
L
v
p
v

及
ひ;

の

に
つ
い
て
あ
ま
り
鱒
れ
ず
、
人
民
と
法
の
関
連
を
中
心
に
し
て
検
討
を

行
な
っ
て

〉

〉

コ

J
ん
川
ド
F
V
I
人
瓦
、

ー

ζ

こ
す
つ
で
、

の
川
内
を
引
い
て

し
た
よ
う
に
、

片
山

h

お
い
て
は

(こ

の

J 、
」

て
い
た
の
で
ふ
の
る
か
ら
、

に
と
っ
て
は
、
人
民
を
い
か
に
し
て
支
配
す
る

か
と
い
う
こ
と
、
人
民
か
ら
い
か
に
し
て
搾
取
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
内
政
の

で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
れ
が
銃
存
の
社
曾



秩
序
や
防
総
支
配
な
維
持
し
、
強
化
す
る
こ
と

に
関
連
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

そ
れ
ま
で
の
俸
統
的
な
穫
に
繋
り
得
る
階

級
支
配
の

-c 

こ

-
J

り

3

、
j
i勺

J

よ
n
h
ぷ
可
]
ど

br
つ

庁

v
v
b
f
'
連
自
7
5
4
H，
ブ
/
ナ

L
T
て

あ
ペコ

そ
の
よ
う
な
法
を
、
人
民
と
の
関
連
に
お

い
て
一
三
う
な
ら
ば
、

_"  

ペ2コ

で
あ
り
、
人
民
を
統
治
し
、

た
め
の

に
他
な
ら
な
い

の
で
あ
る
ら
従
っ
て
、
法
の

は
、
刑
罰
と
い
う
関
家
的
な
制
裁
に
よ
っ
て
で
も
あ
く
ま
で
維
持
し
よ
う
と
し
、
透
法
は
、
ど
こ
ま
で
も

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
法
治
隣
家
に
あ
っ
て
、
人
民
は
、
常
に
法
の
遵
守
を
要
求
さ
れ
な
が
ら
、
地

般
絡
な
る
こ
と
を
期
し
た

方
で
は

/". 

σ〉

れ

よ
っ
て
労
役
や
家
役
に
綴
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
む
そ
の

、
思
賞
は
あ
ま
り

う
ζ

二
工
「
九
、
J

'

£
、

L

、

¥か一

v

h

ド

ιuv
中
j
L
A
4

レ

チ

/

し

4μ

キ
J
恥

V
わ

u--

い
な
く
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
法
を
中
心
と
し
た
階
級
支
配
を
理
論
の
上
か
ら
支
持
し
、
擁
護
す
る
の
が
、
法
家
の
主
張
し
た
法
治
思
想
で
あ
っ
た
。
法
治

っ
て
も
、
そ
の
中
に
は
、
術
治
や
勢
治
の
主
張
が
含
ま
れ
る
し
、

法
治
思
想
の
護
践
と
し
て
現
わ
れ
る
愚
氏
(
弱
民

γ

決
1J:1! 

σ〉

の
こ
と
な
が
ら
合
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
よ
う
な
法
治
思
想
の
持
つ
基
本
的
な
性
格
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を
考
点
す
る
な

、
そ
れ
が
支
配
間
紛
の
た
め
に
奉
仕
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て

、
t

y
l
v
 

の
で

そ
れ
!
f
一
同
じ
く
、
法
家
、
が
支
配
階
級
の
イ
デ
オ
ロ
!
グ
で
あ
る
と
い
う
こ

の
で
あ
る
。

戦
闘
別
に
一
以
上
り
、
。
ぃ
久
配
階
級
の
イ
デ
オ
ロ
i
グ
と
し
て
、
そ
の

別
問
ル
ι

川
い
て
で
も
附
紋
支
配
た
維
持
す
べ
し
と
主
張
し
て
い
る
c

ま
た
、
関
外
的
に
は
、

は
っ
き
り
と
現
わ
し

fUl 
闘
を
俊針
略内
し I~l守

そは
の、

領
地
や
人
民
な
一
等
取
し
て
内
閣
の

-
村
内
，
¥
円
L

川
悦
イ
ノ
d
人

'" し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
侵
略
兼
併
殺
争
の
主
張

で
あ
る
。
刑
日
は
、
関
山
本
が
人
民
に
射
し
て
加
え
る
暴
力
の
…
つ
で
あ
り
、

問
問
家
が
行
使
す
る
最
大
の
暴
力
で
あ
る
。

は
、
こ
の
よ
う
に
岡
山
訴
の

そ
れ
に
よ
る
針
内
鎮
肢
と
針
外
戦
争
を
強
力

て
い
る
の
で
み
の
る
。

の
特
徴
は
、

こ
の
よ
う

た
り
、
粉
飾
し
た
り
し
な
か
っ
た
と
い

こ
う
し
た

、
純
計
い
と
呼
ば

れ
た
校
凶
加
に
お
け
る
雌
史
後
民
の
溺
勢
と
基
本
的
に
合
致
し
て
い
た
と
い

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、



の
支
配
下
か
ら
、
存
地
の
諸
伎
が
徐
々
に
離
れ
て
ゆ
き
、
戦
闘
の

常
時
の
存
削
倒
的
な
保
件
の
一
ト
に
あ
っ
て
、

。〕

れ
る
よ
う
に
、
溺
立
し
た
一
つ
の
間
一
家
を
形
成
し
て
い
た

で
、
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
し

て

:ヱ

の
こ
の
よ

た
わ
け
で
お
ら

山

1

木
前
で
ご
ソ
ワ
人
民
~
と
パ
…
、
氏
に
服
従
し
、
丹
十
心
い
の
命
令
J

ゲ
一
作
九
州
γ
一
げ
る
え
っ
こ
り
、
別
た
拠
出
か
ら
児
れ
ば
、
長
業
生
皮
に
従
事
す
る
出
一

日
の
こ
と
で
あ
る
。

k
u
、
ぶ
引
い
一
子
ん
に
は
、
そ
れ
ら
の
本
伎
を
一
日
寸
前
訟
が
い
く
つ
か
見
守
一
げ
ら
れ
る
の
で
、
参
考
と
し
て
、
母
げ
て
お
く
し

、
、
、
、
、
、

1

佐
川
、
有
ル
ト
誌
、
有
守
法
、
有
法
於
決
。
犬
生
法
者
社
山
川
町
、
守
法
表
民
也
、
法
於
法
詩
民
主
。
」
(
任
訟
)

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

，

、

、

寸
片
付
行
、
衆
物
之
象
山
山
一
、
存
立
共
所
輪
以
符
叫
い
け
令
。
い
〈
任
法
)
ぺ
務
問
主
L
J

心
力
、
修
開
設
之
業
以
一
待
令
炎
、
時
人
山
U
J
(
行
間
上
〉

日
2

二
行
工
J
L

に
児
受
げ
ら
れ
る
性
…
札
口
内
的
な
論
比
一
と
し
て
は
、
「
制
一
に
の
ぺ
人
故
別
件
…
也
、
人
之
心
持
、
汝
話
人
三
一
山
ご
と
い
う
例
を
仰
の
げ
る
こ
と
、
が
一
で
ぎ

、

、

ターて
U

ヘ1
¥
'
J
4
1
1
必
i
J
4

〉
!
一

h

b

h

、
「
寸
日
一
}
二
、
う
二
i
f下山二日リ山，
J
A
l
J
R
T
/

ヮ‘

f

1

ノ!日付け
M
h

ト，
H
日
‘
ぴ
(
よ
れ
し
j
h

一口い
L
j
t
L
J
A
Y
アろいを円れわパ
f
i
l
o
¥
f
¥

山
3

法
の
明
r

小
・
公
山
守
主
張
す
る
ぬ
浅
合
間
人
げ
て
ん
'
く
ひ
と
も
に
「
任
法
一
二
見
え
る
例
で
お
一
る
む

、、

ぺ
仏
以
明
γ

ト
十
ノ
~
所
持
い
れ
一
二
一
日
、
明
法
山
間
守
ん
ノ
~
r
υ
二
日
、
林
川
口
氏
弘
一
山
政
使
之
口
此
二
夜
、
七
j
y
~
所
γ

松
山
出
会
犬
一
法
者
、
上
之
所
以
…
川
パ
使
下
車
心
忍
者
、

下
九
/
一
苛
叶
124ぷ
い
ず
弘
主
山
山
一
。
吹
翌
日
泣
兵
役
仁
小
川
川
河
守
之
。
一

一

1

1

7

J

l

i

l

l

i

{

j

i

l

l

'

A

i

i

、
、
、
、
、

日
以
明
け
れ
ぬ
以
度
計
的
儀
氏
、
如
一
大
地
之
問
中
一
、
如
川
川
以
佐
一
之
閥
、
如
日
月
之
明
、
如
問
時
之
的
。
然
川
政
令
佐
一
四
日
比
従
之
。
」

沖一

4

況
庄
一
泊
行
し
て
い
る
「
符
子
ー
…
に
は
、
設
字
・
脱
字
・
一
的
字
な
ど
が
か
な
り
見
受
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
こ
に
引
出
し
た
「
任
法
」
の
論
述
も
、

治
行
本
で
は
、
「
附

ωヘ
ー
か
一
以
呉
氏
、
別
併
。
:
:
:
故
日
、
法
科
不
可
版
山
山
」
と
な
っ
て
い
る
む
詑
っ
て
、
本
稿
に
引
即
し
た
例
文
は
、
「
管
子
集
校
」
ハ
郭

法
活
・
間
一
多
・
打
紘
一
泊
純
一
、
北
五
科
問
中
出
版
政
)
の
請
は
た
容
考
に
し
て
、
改
め
た
り
、
削
っ
た
り
、
加
え
た
り
し
た
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
し
か

し
、
紙
一
制
の
山
側
係
か
ら
、
そ
の
出
け
な
い
ち
い
ち
附
記
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

花

5

「
バ
ハ
子
j

ご
い
は
、
r
は
利
郎
念
を
以
て
、
純
情
活
動
合
説
明
し
よ
う
と
す
る
論
比
一
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
参
考
と
し
て
、
「
禁
寂
」
の
例
を

川市
y
vす
ご
お
ノ
¥
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

っ
凡
人
之
的
、
児
利
怖
に
能
勿
段
、
見
ψ

十
一
山
行
人
能
勾
避
ロ

v

何
人
治
資
、
街
道
設
行
、
夜
以
銭
円
、
千
塁
間
不
透
者
、
科
在
前
車
。
漁
人
入
潟
、
海
一
一
深
前
例
、
就

波
逆
流
、
長
危
行
弘
、
ん
れ
夜
不
出
者
、
利
心
化
水
也
。
故
利
之
所
夜
、
践
し
内
i

約
九
/
~
山
、
無
所
不
上
、
深
淵
之
下
、
張
所
不
入
話
。
故
著
者
執
利
之
夜
、
一
山
氏

内
定
3

一
小
抗
、
間
仕
、
不
引
市
来
、
一
小
川
制
不
~
段
、
一
郎
氏
自
富
。
知
忠
之
制
限
卵
、
張
…
形
燕
笠
、
郡
日
明
削
げ
は
其
成
Y
一

守山

6

一
般
的
に

J
P

叶
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
社
常
的
在
日
忠
誠
形
態
の
中
で
も
、
法
律
思
想
之
、
政
治
思
惑
と
設
ん
で
、
階
級
間
の
利
害
関
孫
と
最
も
密
接
に
結
び
付

い
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
階
級
性
が
抑
制
烈
に
、
し
か
も
、
鮮
明
に
現
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
心
そ
の
こ
と
は
、
本
文
で
も
鰯
れ
た
よ
う
に
、
人
民
大
衆
'
が

政
治
の
~
引
仲
間
…
で
お
り
、
そ
の
ト
ん
に
、
法
J
Y
受
け
取
る
謀
議
で
あ
る
と
い
う
黙
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
ο
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